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	Let's!
	本庄市ボランティアセンター情報紙
	No.1９3
	月号
	新年度のご挨拶

	ボランティア登録しませんか
	個人登録
	団体登録（３名以上）
	【受付・問合せ】本庄市ボランティアセンター(社協内）本庄市銀座1-1-1              TEL：0495-24-2755 　　　　　　　　児玉支所（アスピアこだま内）　　  本庄市児玉町八幡山368   TEL：0495-73-1237    　　　　　　　 mail：borasen@honjo-shakyo.or.jp

	ボランティア募集しています！
	■若者応援サロン「ホッと居て」　ボランティア
	　若者応援サロン「ホッと居て」は、家庭以外の居場所として、さまざまな理由で、学校や社会に溶け込めない方を応援しています。今回、この場で利用者さんをあたたかく迎え、安心して過ごせる空間づくりを一緒にしてくださるボランティアを募集します。
	♦活動日時：毎週月・水・木　午後１時～４時
	♦会場：本庄ガスECOはにぽんプラザ前（本庄市銀座３－１－２７）
	♦活動内容： 利用者の見守り  　　　　　　利用者と一緒に楽しく過ごす

	■福祉教育ボランティア
	　学校や地域から依頼があった際、ふくしの講話や車いす体験などの福祉体験学習の活動をサポートしてくださるボランティアを募集します。特別な知識や経験は必要ありません。今年度は活動前に基本的な知識や関わり方を学べる「ボランティア養成講座」を開催しますので、初めての方でも安心して活動できます。まずは、お気軽にお問い合わせください。
	活動内容： 体験時の見守りやサポート  　　　　　体験学習の準備・片付け
	♦こんな方におすすめ 　・こどもと関わることが好きな方 　・空いた時間でボランティアをしたい方
	【学校での福祉教育】
	【福祉教育ボランティア養成講座でのアイマスク体験】


	【問合せ】本庄市社会福祉協議会　TEL:０４９５－２４－２７５５


	ボランティア活動保険の更新はお済みですか？
	　安心してボランティア活動ができるように、ケガや賠償責任の補償が付いた「ボランティア活動保険」への加入をお勧めしています。 加入日の翌日から適用となりますので、活動のご予定がある方は 、お早めに手続きをお済ませください。
	注意！
	【令和８年度ボランティア活動保険】 〇料金（年度ごと） 　基本プラン・・・３５０円 　天災・地震補償プラン・・・５００円
	〇期間 　加入日翌日～令和９年３月３１日


	技ありボランティア紹介冊子 「本庄お役立ち隊」を新しく発行しました！
	　技ありボランティア「本庄お役立ち隊」とは、ボランティアセンターに登録いただいている個人・団体のみなさまのうち、趣味や特技を活かした「技」をお持ちのボランティアのことです。
	　「地域のイベントを盛り上げたい！」「施設の利用者さんの笑顔を見たい！」そんな時は、技ありボランティア「本庄お役立ち隊」にご依頼ください。

	「ふくしミニミニ動画」配信のお知らせ
	新規動画コンテンツ
	視聴方法
	②DVD貸出し 　⇒下記へお問い合わせください。
	【問合せ】 埼玉県社会福祉協議会　福祉研修センター　TEL：０４８－８２２－１２９０


	ボランティア活動に取り組む団体の皆様を支援する助成金の情報をご案内します。 応募の際には、各ホームページ等で詳細をご確認ください。

	■こども食堂・未来応援基金
	■ふれあいの詩基金
	　障害者の社会参加を支援するボランティアグループや学校のPTA、親の会などを対象としています。
	　埼玉県内の様々な困難を抱えるこどもたちを支援することを目的とした事業を行う団体を対象としています。
	【対象事業】 ①こどもを対象とした居場所の立ち上げ・継続・発展 ②困窮世帯のこどもへの支援 ③不登校や引きこもりのこどもへの支援　など 　※対象実施期間内に４回以上実施する事業が対象。
	【対象期間】令和８年４月１日～令和９年３月３１日
	【助成金額】１団体上限１０万円
	【申請期間】４月１日（水）～５月８日（金）
	　申請書類は、二次元コードからダウンロードいただき、最寄りの市町村社協まで郵送または持参にてご提出ください。

	【問合せ】埼玉県ボランティア・市民活動センター　TEL:０４８－８２２－３０７８

	社会福祉法人　埼玉県社会福祉協議会
	【対象事業】 ①障害者の社会参加を直接的に支援する事業 ②障害者への理解など、啓発を目的とした事業 ③ボランティア活動に関する必要な資機材等の購入 　※対象実施期間内に４回以上実施する事業が対象。


	■子ども食堂応援プロジェクト２０２６年度上期助成
	「子ども食堂」や「子どもの居場所づくり」の取組みの充実にかかる経費の一部を助成します。
	【問合せ】公益財団法人オリックス宮内財団　　事務局　TEL:０３－６８４１－８１８５
	公益財団法人オリックス宮内財団
	【対象団体】（１）子ども食堂を特定の場所で原則月1回以上開催、1回あたり10人以上の参加者がいること 　　　　　　（２）過去にオリックス宮内財団から助成金を３回以上受けていないこと 　　　　　　（３）子ども食堂の開催に際し、安全面や衛生面の配慮がされていること 　　　　　　（４）団体固有の口座を有していること 　　　　　　（５）主な活動先の社会福祉協議会等の推薦が得られること 　　　　　　（６）非営利団体として子ども食堂を運営していること 　　　　　　（７）子ども+保護者の人数が参加者人数の50％以上を占めること
	【助成金額】上限３０万円
	【申請期間】３月２日（月）～４月３０日（木）※申請書は本庄市社協にてお渡しできます



